
実習「太陽の光球面の様子を調べよう」　　　　　　　

＜ワークシート：説明編＞　
	第　　学年　　組名前　　　　　　　　　　　　


1． 目　的　
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太陽光球面の周辺減光や粒状斑・黒点などの様子を光強度の観点から調べる。

２．用いるFITS画像
　  (1)2001年４月１１日の太陽の光球全面白色光画像(sr20010411.fts )。　国立天文台(NAO)三鷹10cm新黒点望遠鏡により撮像された画像。
(2) 2001年４月１１日の黒点群のクローズアップ画像(0411011215FBin2Bit10p500.fit)。飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡（DST）による単色連続光で撮像された画像。
３．方　法
(1)光球面の周辺減光を調べる
　①国立天文台(NAO)10cm新黒点望遠鏡による２００１年４月１１日の太陽の光球全面白色光画像(sr20010411.fts)をマカリで開く。
　②ズームダウン機能で、光球全体がマカリの作業画面に納まるように画像の大きさを調節する。ツールボックスの左上の「虫メガネ、－」のアイコンをクリックする。（倍率：１／５倍。倍率は画像を最大化しているときは、画面最上部の画像ファイル名の後に表示されている）
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　③マカリのグラフ機能を使って、太陽光球面のほぼ中心を通るように引いた線分上の、明るさ（輝度）を示すカウント値のグラフを作成する。
　④ツールボックスの グラフ をクリックし 、グラフ用カーソルを画像の左上隅でクリックして、右下隅までドラッグする。
　⑤ダイヤログボックスのグラフ領域に輝度分布のグラフができている。
　⑥グラフの適当な場所で左クリックをすると、ピンクの縦線が現れて、ダイヤログ最上部の「カウント値：」の欄に「輝度」がカウント値として表示される。
　⑦同時にもとの画像の線分上には、直行する短い線が表示され、その交点の輝度が「カウント値：」として表示される。
  ⑧光球の明るさ（輝度）の分布を示すグラフの形を、後の＜レポート編＞の結果欄（１）－①に描け。

  ⑨グラフのピンクの縦線にカーソルを当てて、左クリックしドラッグして、太陽の光球　　　からはずれた、すぐ外側のカウント値（左右２カ所）を調べて、＜レポート編＞の結果欄（１）－②に記入する。
  ⑩ツールボックスのコントア をクリックし 、「等光度曲線」のダイヤログボックスの　　「レベル範囲外も処理（E）」の欄にチェックを入れてから、「ＯＫ」をクリックする。光球全体の等光度曲線が自動的にできる（結果を表示するまでに少し時間がかかる場合がある）。ズームダウン機能で光球全体を表示させて、等光度曲線を観察しその結果を＜レポート編＞の結果欄に記入する。
(2)黒点周辺の構造と光度を調べる
　①(1)で使用した国立天文台(NAO)10cm新黒点望遠鏡による、画像(sr20010411.fts)の

中央右下の最大の黒点群を拡大して観察する。

次に、飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡(DST)
の２００１年４月１１日の黒点群のクローズア

ップ画像(0411011215FBin2Bit10p500.fit)をマカ

リで開く。国立天文台10cm新黒点望遠鏡の画

像と比較してどのように違うか調べよ。
　②この黒点群の周辺の光球の表面にはどのような

　　構造があるか詳しく観察する。
　③「レベル調整」スライダーで「最小値▲」を左にドラッグして最小にして画像の変化を観察する。
　④「レベル調整」スライダーの左側にある最小値入力欄に「２００」を入力して、暗部を観察する。さらに、最小値を「１００」にしてみよ。暗部の中が明るく見えるようになる。
　⑤暗部の内部の様子がよく分かる画像ができたら、黒点の内部（半暗部や暗部）の様子をできるだけ詳しくスケッチし、下表のような構造が見られるかどうか詳しく調べる。確認できた構造には名称を記入せよ。　
　⑥グラフ機能を使って、黒点暗部を横切るように、明るさ（輝度）の分布を示すカウント値のグラフを作成する。グラフ上で確認できる構造には名称を記入せよ。

　

黒点内部の構造

	暗部
	ライトブリッジ　：黒点暗部内に見られる、細く曲線状の明るい部分

アンブラルドット：黒点暗部内に見られる、比較的明るい斑点                       

	半暗部
	フィブリル構造：黒点半暗部に見られる、細長い曲線状の明暗の流線模様


　
実習「太陽の光球面の様子を調べよう」　　　　　　　　

＜ワークシート：レポート編＞

	第　　学年　　組名前　　　　　　　　　　　　


１．結果
(1) 光球面の周辺減光を調べる

①グラフ機能で得られた,光球の中心を通る断面の輝度分布のグラフを描け。
	ｶｳﾝﾄ値
	

	　
	始点からの距離［pixels］

	
	


② 光球のすぐ外側の暗い部分のカウント値はいくらになっているか。

	 左側
	
	 右側
	   


③ ①の光球の輝度分布のグラフの形はどうなっているか。
	


④コンター機能で得られた、光球全体の等光度曲線はどのような形になったか。また、

③の結果と合わせて考えると光球全体の明るさ分布はどのようになっているか。
	


(2)光球面や黒点の内部を調べる
　①ＮＡＯ１０ｃｍの黒点画像とＤＳＴの黒点画像を比較して、見え方にどのような違いがあるか。

	


  ②光球の黒点のない領域にはどのような構造が見られるか。（名称も記せ）
	   


③＜ワークシート：説明編＞の(2)の⑤で見られた、黒点の内部（半暗部や暗部）の様子をできるだけ詳しくスケッチして、確認できた構造に矢印を記入してその名称を記せ。

	  
	                                                      　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


④黒点暗部の内部にはどのような構造が見られるか。
	 


  ⑤黒点暗部周辺の半暗部にはどのような構造が見られるか。
	 


　⑥ｸﾞﾗﾌ機能で得られた黒点暗部、半暗部の輝度分布のグラフを描け。また、上の④⑤の構造に対応する所に矢印で示して、構造の名称を記せ。

	ｶｳﾝﾄ値
	　

	　
	始点からの距離［pixels］


２．感想　太陽の光球面の様子や黒点の内部を詳しく調べることができた。この実習でわかったことや発見したこと、感じたことなどについて下の感想欄に書け。
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